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(54)【発明の名称】 十二指腸内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】曲がり癖が付きながら斜め後方に向けて突出さ
れる可撓性造影チューブの先端を、観察視野範囲の中央
寄りの位置で観察して胆管等に容易に挿入させることが
できる十二指腸内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】挿入部１の先端部分１０を側方から見たと
き、処置具突出口１２内の後端壁に形成された支持曲壁
２０が、観察窓５の表面における観察光軸位置Ｆｘより
先側であって観察窓瞳Ｆの前端位置Ｆｆより後方の位置
にある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端の側面に観察窓と処置具突出
口とが並列に並んで配置されて、上記処置具突出口から
突出される可撓性造影チューブの突出方向を遠隔操作に
よって変換するための処置具起上片が上記処置具突出口
内に配置され、上記処置具起上片によって起上される可
撓性造影チューブを支える支点となる支持曲壁が上記処
置具突出口内の後端壁部分に形成された十二指腸内視鏡
の先端部において、
上記挿入部の先端部分を側方から見たとき、上記支持曲
壁が、上記観察窓表面における観察光軸位置より先側で
あって観察窓瞳の前端位置より後方の位置に形成されて
いることを特徴とする十二指腸内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、十二指腸から胆
管内に可撓性造影チューブ等を挿入するために用いられ
る十二指腸内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】図４は従来の十二指腸内視鏡の先端部の
一例を示しており、挿入部の先端に設けられた先端部本
体１０の側面に観察窓５と照明窓６とが前後に並んで配
置され、それと並列に並んで形成された処置具突出口１
２内に処置具起上片１３が配置されている。
【０００３】Ｖ－Ｖ断面を図示する図５に示されるよう
に、処置具起上片１３は支軸１４によって先端部本体１
０に支持されていて、手元側から操作ワイヤ１５を進退
操作することによって支軸１４を中心に回動する。
【０００４】処置具突出口１２の奥の部分には処置具挿
通チャンネル１１の出口開口が接続されており、処置具
挿通チャンネル１１に挿通された可撓性造影チューブ５
０の先端部分５０ａが、処置具突出口１２から突出され
て処置具起上片１３により起上され、胆管１００に挿入
される。
【０００５】先端部本体１０には、処置具起上片１３に
よって起上される状態の可撓性造影チューブ５０を支え
る支点となる支持曲壁２０が形成されており、可撓性造
影チューブ５０が支持曲壁２０と処置具起上片１３との
間で曲げられて先端部分５０ａが胆管１００に差し込ま
れる。
【０００６】この時、解剖学的な方向性に合わせて可撓
性造影チューブ５０の先端部分５０ａを先端部本体１０
から斜め後方に突き出す必要があるので、観察光軸Ｘも
後方へ１５°程度の斜視（後方斜視）になっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】図５に示されるよう
に、上述のような従来の十二指腸内視鏡の先端部本体１
０を側方から見たとき、支持曲壁２０は、観察窓５の表
面における観察光軸位置Ｆｘより相当に後方に位置して
いる。
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【０００８】これは、生検鉗子等のようなコイルパイプ
製のシースを有する処置具を使用する際には、小さな範
囲で急激に屈曲させられた起上部分の通過抵抗が、僅か
な起上角度の増加でも急激に増大するため、支持曲壁２
０を観察光軸位置Ｆｘよりできるだけ後方に形成して、
起上角度が緩くても処置具が観察視野範囲Ｖの中央付近
に突出されるようにしているからである。
【０００９】しかし、十二指腸内視鏡にとって極めて重
要な用途である胆管１００に対する可撓性造影チューブ
５０の挿入の場合には、図５に示されるように、処置具
突出口１２内で曲がり癖が付きながら突出される可撓性
造影チューブ５０の先端部分５０ａが、胆管１００に挿
入すべく斜め後方に向けて突出されると、観察視野範囲
Ｖの後端付近でしか観察されないので、挿入確認等が難
しく、観察視野範囲Ｖから外れてしまう場合も珍しくな
い。
【００１０】そこで本発明は、曲がり癖が付きながら斜
め後方に向けて突出される可撓性造影チューブの先端
を、観察視野範囲の中央寄りの位置で観察して、胆管等
に容易に挿入させることができる十二指腸内視鏡の先端
部を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の十二指腸内視鏡の先端部は、挿入部の先端
の側面に観察窓と処置具突出口とが並列に並んで配置さ
れて、処置具突出口から突出される可撓性造影チューブ
の突出方向を遠隔操作によって変換するための処置具起
上片が処置具突出口内に配置され、処置具起上片によっ
て起上される可撓性造影チューブを支える支点となる支
持曲壁が処置具突出口内の後端壁部分に形成された十二
指腸内視鏡の先端部において、挿入部の先端部分を側方
から見たとき、支持曲壁が、観察窓表面における観察光
軸位置より先側であって観察窓瞳の前端位置より後方の
位置に形成されているものである。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は十二指腸内視鏡の全体構成を示してお
り、可撓性の挿入部１の基端に操作部２が連結されてい
る。
【００１３】挿入部１内には処置具挿通チャンネル１１
が全長にわたって挿通配置され、その入口１１ａは操作
部２の下端部に斜め上方に向けて突設され、出口は、挿
入部１の先端に連結された先端部本体１０に配置されて
いる。
【００１４】その結果、処置具挿通チャンネル１１に挿
通された処置具（可撓性造影チューブ５０）の先端部分
５０ａが、先端部本体１０の側面に形成された処置具突
出口１２から突出し、その突出方向を変える操作を、操
作部２に配置された起上片操作ノブ３によって行うこと
ができる。
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【００１５】図２は、挿入部１の先端に連結された先端
部本体１０の側面の正面図であり、観察窓５と照明窓６
とが前後に並んで配置されている。観察窓５の奥に配置
されている観察光学系は、観察光軸が例えば１５°斜め
後方を向いた後方斜視光学系である。
【００１６】破線で示されるＦは、観察窓５の表面にお
ける観察範囲の外縁である観察窓瞳であり、Ｆｆは観察
窓瞳Ｆの前端位置、Ｆｘは、観察窓５の表面における観
察光軸位置である。
【００１７】観察窓５及び照明窓６と並列に並んで形成
された処置具突出口１２内には、Ｉ－Ｉ断面を図示する
図１にも示されるように、処置具起上片１３が支軸１４
によって回動自在に先端部本体１０に支持されている。
【００１８】処置具突出口１２の奥の部分には処置具挿
通チャンネル１１の出口開口が配置されており、処置具
挿通チャンネル１１に挿通された可撓性造影チューブ５
０の先端部分５０ａが、処置具突出口１２から突出さ
れ、処置具起上片１３により起上されて胆管１００に挿
入される。
【００１９】そして、操作部２に配置された起上片操作
ノブ３で操作ワイヤ１５を進退操作することにより、処
置具起上片１３が支軸１４を中心に回動して可撓性造影
チューブ５０が起上され、その先端部分５０ａの突出方
向が変化する。
【００２０】先端部本体１０には、処置具起上片１３に
より前側から押し戻されるようにして起上される可撓性
造影チューブ５０の後面側を支える支点となる支持曲壁
２０が、滑らかなカーブで処置具突出口１２内の後端壁
部分に形成されている。
【００２１】そしてこの支持曲壁２０は、先端部本体１
０を側方から見たとき、観察光軸Ｘより前方に位置して
いる。その結果、図１に示されるように、胆管１００に
向けて曲がり癖が付きながら斜め後方に突出される可撓
性造影チューブ５０の先端部分５０ａが、観察視野範囲
Ｖの中央近くに観察される。
【００２２】ただし、支持曲壁２０が観察窓瞳Ｆの前端
位置Ｆｆより前方に位置すると、処置具突出口１２から
突出された処置具が観察視野範囲Ｖより前方に外れて観
察できなくなる場合があるので、支持曲壁２０は観察窓
瞳Ｆの前端位置Ｆｆより後方に位置している。
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【００２３】このようにして、図１及び図２に示される
ように、支持曲壁２０が観察光軸位置Ｆｘと観察窓瞳Ｆ
の前端位置Ｆｆとの間の範囲Ａに位置していることによ
り、可撓性造影チューブ５０の先端部分５０ａが、常に
観察視野範囲Ｖ内に良好な状態で観察される。
【００２４】
【発明の効果】本発明によれば、挿入部の先端部分を側
方から見たとき、処置具突出口内の後端壁に形成された
支持曲壁が、観察窓表面における観察光軸位置より先側
であって観察窓瞳の前端位置より後方の位置にあるの
で、曲がり癖が付きながら斜め後方に向けて突出される
可撓性造影チューブの先端を、観察視野範囲の中央寄り
の位置で観察して胆管等に容易に挿入させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の十二指腸内視鏡の先端部の図
２におけるＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の実施例の十二指腸内視鏡の先端部の観
察窓等が配置された側面部分の正面図である。
【図３】本発明の実施例の十二指腸内視鏡の全体構成を
示す外観図である。
【図４】従来の十二指腸内視鏡の先端部の斜視図であ
る。
【図５】従来の十二指腸内視鏡の先端部の図４における
Ｖ－Ｖ断面図である。
【符号の説明】
５  観察窓
１０  先端部本体
１２  処置具突出口
１３  処置具起上片
１４  支軸
１５  操作ワイヤ
２０  支持曲壁
５０  可撓性造影チューブ
１００  胆管
Ｆ  観察窓瞳
Ｆｆ  観察窓瞳の前端位置
Ｆｘ  観察光軸位置
Ｖ  観察視野範囲
Ｘ  観察光軸
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